
「Supreme of Logical Communicating Skills 1.0～論理的文章を書くための講座～ 」

津高校のみなさまへ。新開発の道具を使った三重県立津高校鈴木 達哉先生との共同特別講座
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講座の目的講座の目的 講師紹介講師紹介

本講座は、論理的に自分の意見を伝える方法を皆様にお届けします。１日の長い講座にな
りますが、一瞬たりとも飽きることはありません。
第一に、Sophisticated System （Sophisticated system is very cleverly designed and very 
advanced and often works in a complicated way /source is Longman  English Dictionary）、
洗練された無駄がないシステムです。

講師 梅嶋真樹
ロジコミブック＆i.pa開発責任者
慶應義塾大学SFC研究所において米国MITや英
Cambridge大学と連携した研究であるAuto-IDLab、アジ

ア各国の大学との連携 最新情報通信技術の活用 地域
第二に、Sophisticatedを裏付けるものとして、受講後に受講者のコミュニケーション力がど
の程度社会において通用するのかを証明、その証明書をお出しします。証明には、慶應義
塾大学の研究チームが新開発したoollaboyouと呼ばれる道具を使います。
第三に、Sophisticatedを裏付けるものとして、論理的に書くということに関して新開発のロ
ジコミBookをテキストとして用いた講座です。ロジコミブックは、先行して使ってくれた高校3
年生の98 6％が役に立つと評価してくれたテキストです

ア各国の大学との連携、最新情報通信技術の活用、地域
活性化、コミュニケーション関連研究などプラットフォーム
デザインラボで研究開発を推進。現在大学院政策メディア
研究科特別研究講師を兼任
※慶應義塾大学SFC研究所は、慶應義塾大学の学部・
大学院付属研究所です。

年生の98.6％が役に立つと評価してくれたテキストです。
第四に、Sophisticatedを裏付けるものとして、論理的に読み、自分の考えを構築するという
ことに関して実際に皆様に経験して頂きながらの講座です。

新開発の道具：ロジコミBOOKとは？

講師 鈴木 達哉 先生
三重県立津高校

新開発の道具：i pa（アイパ）とは？新開発の道具：ロジコミBOOKとは？

慶應義塾大学SFC研究所×ベネッセコーポレーション
論理的文書をラクラク書くためのテキスト

本講座においては、 ロジコミBOOKを使用しま

新開発の道具：i.pa（アイパ）とは？

慶應義塾大学SFC研究所×新しいパートナーは間もなく発表
あなたの論理的コミュニケーション力を証明できる道具

i.paは、ビジネスに近い環境でのコミュニケーション力を証

す。ロジコミBOOKは、慶應義塾大学が5年間

行ってきたコミュニケーションの研究成果を高
校生に分かりやすく伝えるためにベネッセコー
ポレーションと共同開発したテキストです。

短時間で自分の意見を論理的に書くことが出
来るようになります。

明する道具です。大学における経営学の授業で行われて
いるケースメソッドとゲームでお馴染みのロールプレイング
を組み合わせた全く新しいコンセプトの道具です。受検者
は、まるで自分が主人公になったような文章を読み進め、
いくつかの質問に答えていくだけで自分のコミュニケーショ
ン力を証明できます。

この講座は、慶應義塾大学SFC研究所梅嶋真樹が、最新の研究成果を用いた研究実践活動として三重県立津高校で実践するものです

来るようになります。 ン力を証明できます。
i.paの知的財産権は学校法人慶應義塾が保有します。



授業シラバス 2008年11月8日（土）

授業概要授業概要
午前中は、論理的に書く方法を身につけるために「ロジコミ」という手法をお伝えします。
この時間帯は集中して方法を覚えて下さい。続いてのi.pa受検は、あなたのコミュニケーション力が大学生の間や実際に社会で働く
大人のヒトの中に入ってどの程度発揮できるのかを証明します。力試しのつもりで結果に一喜一憂せずトライしてください。
午後は、とにかく、読みます。肩の力を抜いて色々なモノを読み、自分の考えを構築してみましょう。

授業詳細

「論理的に書く」
ロジコミBOOKを用い

慶應大学とベネッセコーポレーションが共同開発し
たテキストを使って、論理的な書き方を身につける

当日の当日の
会場会場

1時間目 8:30～9:30
9:40～10:40

「論理的に書く」
ロジコミ習得

ジ ミ を用い
てロジコミの「型」を
習得

たテキストを使って、論理的な書き方を身に ける
授業を実施します。
この2時間で400字の小論文であればラクラク書
けるようになります。

実際の仕事の現場に いて書かれた資料を読み 鈴木 達哉
先生にお尋ね
下さい2時間目 10:50～11:50

「証明する」
i.pa受験

論理コミュニケーション
力を証明

実際の仕事の現場について書かれた資料を読み
ながら、設問に解答してください。

この道具であなたの論理的コミュニケーション力
が証明されます。

11 0 1 0 昼休み（昼食を各自持参してください）

あなたの現時点の

当日の当日の
持ち物持ち物

・筆記用具3時間目
12:30～13:30
13:40～14:40

「論理的に読む」
読み 意見を持つ

様々な文献を読み
自分の考えを構築

鈴木 達哉先生と一緒に進行します。

使用する文章は、理系から文系、皆さんが想定
できる内容から、想定できない事象まで幅広く用意
しています。

11:50～12:30 昼休み（昼食を各自持参してください）

筆記用具
・英和もしくは
英英辞書
・昼食

13:40 14:40 読み、意見を持つ
多種多様なトピックについての文献を読み、理解し
自分の考えを構築してみましょう。

まとめ ～15:00 講評 修了結果。返却
i.paのスコア証明書と共に修了証書をお渡し
しますします。

※各60分授業です。


